
＜はじめに＞吸光度を測定する Hb測定は、検体の性状に
より影響を受ける場合がある。今回、再生不良性貧血の治

療としてエルトロンポパグ（以下、レボレード®）とシク
ロスポリン（以下、ネオーラル®）の併用服薬中に、血漿
が暗褐色となる色調変化がみられ、Hb偽高値を示した症例
を経験したので報告する。

＜症例＞症例は、2018年 11月に特発性再生不良性貧血と
診断され、同年 12月よりネオーラル®の服薬を開始、
2019年 9月よりネオーラル®に加えレボレード®の併用を
開始した 81歳女性。2021年 8月 4日より、実測 Hbと実測
Htから算出されるMCHCが 37.0％を超える異常高値を示
した。MCHC異常高値の原因を精査検討する中で、血漿に
みられた暗褐色の色調変化が Hb測定に影響し偽高値を示
している可能性が疑われた。そこで、血清 Hb測定による
Hb補正を実施した。
＜検討内容＞検討対象は 2021年 8月 4日～2021年 9月
27日までに血液検査依頼があった本症例のすべての残血清
（n=5）を用いた。多項目自動血球分析装置 XE-2100（シス

メックス社）で各血清の Hbを測定し、補正式で全血の実
測 Hbから補正 Hbを算出した。
＜結果および考察＞実測 Hbは補正 Hbよりも 4.1～5.7％
（中央値 4.9%）高値であったことから、実測 Hbが偽高値
を示していたことが考えられた。Hb偽高値の要因として考
えられる高ビリルビン血症、乳び、白血球増加による濁り

はどれも否定的であり、本症例の Hb偽高値の原因はこれ
らの要因ではなく血漿の色調変化が原因であると考えられ

た。また、血漿の色調変化の原因としては、レボレード

®の服薬により血漿が暗褐色化したという報告があること
から、薬剤が原因として最も考えられた。本症例のように

レボレード®を用いて治療を行っている患者において、
MCHCの異常高値が見られた場合、Hbが偽高値を示して
いる可能性があるため、検体の性状を確認し Hbを補正す
ることは有用であると考えられる。＜結語＞ネオーラル

®とレボレード®を併用服薬している再生不良性貧血患者に
おいて、血漿の色調変化により Hb偽高値を示した一症例
を経験した。（連絡先：0770-25-1600内線 258）
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